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原油価格、炭素価格 

ラバ・アレツキ、モーリス・オブストフェルド 

2015年 12月 2日  

「気候システムに対する人間の影響は明瞭であり、大気中の温室効果ガス濃
度、正の放射強制力、温暖化、そして気候システムへの理解が増していること
から裏付けられる」 –－気候変動に関する政府間パネル第 5 次評価報告書 

化石燃料価格は「長期にわたり低い水準」にとどまる可能性が高いでしょう。 再生可能エネ

ルギー源の開発で最近重要な前進がありましたが、化石燃料価格の下落により、一段とクリ

ーンなエネルギー技術での革新やその導入が妨げられ、その結果、二酸化炭素やその他の温

室効果ガスの排出が促される可能性があります。  

政策担当者は、エネルギー価格の下落によりクリーン・エネルギーへの転換が頓挫すること

がないようにすべきです。気候変動の取り返しがつかない破滅さえ起こし得る影響を及ぼす

リスク を軽減するには、主に補正的な炭素税の導入などを通じた適切な価格へのインセンテ

ィブ（動機付け）の回復に向けた行動が、早急に必要です。 このアプローチは財政面にもプ

ラスの効果を及ぼします。 

長期わたり低水準 

原油価格は 2014 年 6 月以来、

60％以上下落しました（図 1

参照）。 原油業界では「原油

安の最良の薬は原油安だ」と

いう言葉をよく耳にします。

この言葉の裏にあるロジック

は、原油安は生産能力増強へ

の投資を妨げ、いずれ現行の

油田（これは相対的に低い限

界費用で掘削できます）が枯

渇すると、原油の供給曲線を

元の位置に後退させて原油価

格を押し上げることになると

いうものです。実際、 過去の

経験と整合する形で、米国も

含め多くの産出国で原油部門

への設備投資支出が大きく減

少しています。しかし今回の

原油安に対するダイナミックな調整は異なる形になるかもしれません。  

0

20

40

60

80

100

120

140

11 12 13 14 15

Coal, Australia

Natural Gas /1

Oil, Brent

.
'15年10月

図 1

エネルギー価格指数
(2011年1月を100)

出典 IMF、主要コモディティー価格システム及びスタッフ計算.
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原油安は、以前より長く、より低水準が続くことが予想されています。「フラッキング」と

呼ばれる水圧破砕法や垂直掘削技術によって可能となったシェール原油生産の登場は、原油

市場の1日当たりの供給量を約420万バレル増やし、世界的な供給過剰を引き起こす一因とな

りました。 シェール原油は、原油の価格循環をより短期で振れの小さなものにすることにな

りそうです。実際、シェール原油のサンクコスト（埋没費用）は従来の原油より低く、初期

投資と生産開始までの時間もずっと短くなっています。それに加え、シェール原油は依然と

して産業のライフサイクルの比較的早期にあるため、コスト減の学習余地がかなりありま

す。これは原油価格の大幅下落によって余儀なくされた大きな効率性向上により生産水準が

持ちこたえられたことにも示されています。 

それに加え、 他の要因が原油価格に下押し圧力をかけています。石油輸出国機構（OPEC）の

生産戦略の変化、予想されるイランの原油輸出増、（特に新興市場国を中心とした）世界的

需要の減退、米国の 石油消費の長期的低下 、そして一部にみられる代替エネルギー源による

置換です。シェール原油の成長などこれらの要因が根強く継続しそうなことが、2000年代の

高価格時代からの供給の遺産が終わった後にも、価格の「長期にわたる低い水準」シナリオ

を指し示しています。原油の先物市場でも2019年の1バレル当たりの価格が約60ドルと緩やか

な回復しか示していないことが、この見方を支持しています。  

同じ化石燃料である天然

ガスと石炭でも同様に長

続きしそうな価格下落が

起きています。石炭と天

然ガスは主に電力発電燃

料に使用される一方、原

油は輸送機械の燃料とし

て用いられます。とはい

えこの3つのエネルギー

源の価格は原油価格で指

数化された契約価格形成などを通じて連関しています。北米地域でのシェールガスブーム

は、同地域での記録的な低価格を引き起こしました。最近のエジプト沖での大規模なゾール

ガス田の発見はいずれ地中海や欧州地域で価格に影響を及ぼすでしょうし、特にアルゼンチ

ンなど世界の他の場所でも多大な開発の可能性を秘めているところがあります。石炭価格も

下がっています。供給過剰と、世界の石炭消費量の半分を占める中国を中心とした需要の落

ち込みがその理由です。  

再生可能エネルギーにもリスク 

技術革新は 風力、水力、太陽光、地熱などの再生可能エネルギーの力を利用可能にしまし

た。化石燃料の輸出に大きく依存するアフリカや中東でさえも、こうした再生可能エネルギ

ーを開発する大きな潜在力を持っています。例えばアラブ首長国連邦は、2021 年までに主要

エネルギーの 24％を再生可能エネルギーから取得するとの野心的目標を設定しました。  

しかし、化石燃料価格が長期にわたり低ければ、再生可能エネルギー開発の前進は弱々しくな

る可能性もあります。世界の主要エネルギー消費はまだ、化石燃料である石炭と原油により

30％ずつ賄われ、天然ガスが 25％でそれに続く（図 2 参照）ため、再生可能エネルギーの割合

 

原油 天然ガス 石炭 原子力
再生可能エネ
ルギー

世界 33 24 30 4 9

米国 36 30 20 8 5

中国 18 6 66 1 10

欧州連合 37 22 17 12 13

2014年の主要エネルギー源消費の割合

(単位：％)

出典: BP世界エネルギー統計レビュー（2015年6月）及びIMFスタッフ計算.
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は依然限られています。しかし受け入れがたい気候変動のリスクを回避するには、将来的に再

生可能エネルギーが化石燃料を代替する割合が相当大きくなる必要があります。残念なことに

現在の原油、天然ガス、石炭の

低価格により、これらの燃料の

さらに安い代替源を発見するた

めの調査へのインセンティブが

極めて限られたものになってい

る可能性があります。よりクリ

ーンなエネルギー技術への革新

や採用はともに、化石燃料の高

価格によって促進されるとの確

かな証拠があります。同じこと

は化石燃料排ガスの緩和新技術

に関しても言えます。  

このため現在の化石燃料安は間

違いなくエネルギー変換を遅ら

せることになるでしょう。化石

燃料からクリーンなエネルギー

源の移行は初めてではありませ

ん。これまでにはまず、木材と植物から石炭への移行が 18、19 世紀にありました。そして

19、20 世紀には石炭から石油へ移行しました。一つの重要な教訓は、この変化が完了するま

でに長い時間を要したことです。しかし、今回はそれほど待つ余裕はありません。  

海の中にまだクジラがいるのは電気照明のおかげです。再生可能エネルギーが十分安くなり

炭素燃料が、－永遠ではないにしろ－大変長い間地中に未採掘のままおかれるようにならな

い限り、地球は破滅的な気候変動のリスクにさらされる危険が高い状況です。  

一部の気候への影響は既に目に見えているかもしれません。例えば、国連児童基金はここ数

十年で最も強いエルニーニョ現象によりアフリカの東、南部の約 1100 万人の子供たちが飢え

と病、水不足に遭っていると 試算しています。 多くの科学者が、気候変動の結果、太平洋の

海水温上昇により起こるエルニーニョ現象がさらに厳しくなっていると考えています。 

炭素価格の適正化 

パリで開催されている第 21 回気候変動枠組条約締約国会議（COP21）には世界各国が参加

し、世界的な、できれば法的拘束力を持つ温暖化ガス排出削減の合意を目指しています。こ

れには幅広い各国の参加が求められます。それぞれの国の排出する炭素ガスが他国へ与える

ネガティブな影響を十分考慮しない場合に起こる世界的な「コモンズの悲劇」に十分に対処

するためです。その上、非参加国のただ乗りが広がれば、参加国の実行の政治的意欲を損な

いかねません。 

COP21 の参加国は定量的な排出ガス削減（国別目標案＝Intended Nationally Determined 

Contribution、INDC）へのコミットメントに焦点を合わせています。経済的分析の結果、各国

が最も安上がりに自国の INDC を実行する方法は炭素ガス排出に価格を設定することだと示さ

れています。その理由は、炭素ガスの価格が設定されれば、その排出削減をするのに最もコ
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クリーン・エネルギーとダーティー・エネルギーの特許比率

出典: アギオン、デチェズルプレトレ、ヒーマス、マーティン、バン・リーネン(2012). 

PATSTATに基づき計算
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ストのかからない方法がまず実行されるからです。IMF は化石燃料費補助の廃止と炭素ガス排

出によっておこった損害を補う炭素ガス料金を徴収することによって、大きな財政上の収入

（この収入は歪みをもたらす税の引き下げや経済への新規投資に充てられます）を生み出せ

ると試算しています。化石燃料を生産している企業などに課税することは炭素ガス排出に価

格を設定する一つの簡単な方法です。 

INDC を自国の炭素ガス価格を通じて実行する国はその目標に最も安いコストで到達すること

になります。しかし、炭素価格で世界的な調整が行われなければ、達成される総体的な削減

の世界経済へのコストは不必要に高くつくことになります。世界的な福祉を最大化するため

には各国とも炭素価格の設定にあたっては、炭素ガス排出の純粋な自国だけへの損害（例え

ば炭素燃焼に関連した排出微粒子の健康への影響）ではなく、諸外国への損害も反映させな

ければなりません。  

適正な炭素価格の設定はこのため、炭素消費者によって支払われるコストと炭素使用による

真の社会的な機会コストを効率的に整合させることになります。また、炭素価格は、クリー

ン・エネルギー源への相対的な需要を高めることにより、クリーン・エネルギーの革新技術

の市場のリターンと社会的リターンが一致する一助となり、現行技術の高精度化と新技術の

開発を促します。そして、炭素の回収や貯蔵といった緩和技術に対する需要を高め、そのさ

らなる開発も促進します。適正な炭素価格で修正されなければ、化石燃料の低価格は市場に

対してクリーン・エネルギーの本当の社会的利益を表せません。炭素ガス排出による損害の

推計は様々で、起こり得る気候の破滅的な変動の予想されるコスト算定はとりわけ難しいも

のの、大半の試算が実質的にネガティブな影響を示唆しています。  

調査研究に対し一部の国は直接的な補助金を拠出していますが、炭素価格より劣る選択肢と

いえます。これだけでは十分ではありません。というのは、補助金は化石燃料の過剰消費の

インセンティブを市場に残すことになり、そのため副次的コストを考慮せずに大気圏の温暖

化ガスの蓄積を増やしてしまうからです。 

政治的にみると、原油安は補助金の廃止と、徐々に効率性を発揮する水準へ上昇していく炭

素ガス価格の導入に好都合な機会を提供するかもしれません。しかし、最初から一回で適正

な炭素価格の導入を狙うのは多分非現実的であろうと思われます。世界的な炭素価格の導入

は、国内、国際的に重要な再配分をもたらす可能性があり、それは最弱者を守る緩和的で調

整的な施策に補完された段階的な実施が求められます。 

一つの希望は COP21 が成功し、将来の炭素価格の国際合意への道を開くことです。国際的な

炭素価格の合意は、このプロセスの良い出発点だからです。しかし、温暖化ガス排出問題に

対する包括的な対処に失敗すれば、それはわれわれの世代と後の世代を計り知れないリスク

にさらすことになります。 

******* 
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